
事業所理念

1

2

3

営業日

午前９時から午後６時

午前８時から午後６時

送迎実施の有無

プログラム ５領域の関係性

集団活動

健康・生活
運動・感覚
認知・行動

言語・コミュニケーション
人間関係・社会性

個別活動

健康・生活
運動・感覚
認知・行動

言語・コミュニケーション
人間関係・社会性

調理・掃除
片づけ

お手伝い

健康・生活
運動・感覚
認知・行動

言語・コミュニケーション
人間関係・社会性

○ 自分の使用した物は責任を持って片づけるといった自己管理が身に付くように取り組
んでいます。

健康・生活
認知・行動

言語・コミュニケーション
人間関係・社会性

昼食・おやつ
食事準備
後片付け

○ 学校や就労に向けて必要な体力向上と心身ともに健康に過ごすことを目的としていま
す。

○ ゲームをする中で自分の思いを伝える経験や、待つ・順番のルールが身に付き、集団
の中に入った時の役割意識や集団ルールが身に付くことを目的としています。

小集団活動

健康・生活
運動・感覚
認知・行動

言語・コミュニケーション
人間関係・社会性

○ 食事の準備として手洗いや消毒、机ふき、お弁当運び等の当番を決めることにより、
生活能力の向上と任された役割を最後まで行う責任感を養ってもらいます。

運動・製作

〇 毎月の製作活動を通して、手先の使い方やハサミ等の道具の使用等、本人に合わせた
ツール等を用い、作り上げる楽しさや、想像力を広げていくことを目的としています。

健康・生活
運動・感覚
認知・行動

人間関係・社会性

○ ダンスを通して仲間と一緒に身体で表現する楽しさを体感してもらっています。

基本方針

＜社会福祉法人　四恩会　チェンジＡ．　放課後等デイサービス　支援プログラム＞

＜作成日＞令和６年１０月１日

私たちは、子どもとその家族が笑顔でいられるよう、一人ひとりの思いを大切に支援します。

一人ひとりの発達状況を把握し、小集団及び個別の活動を通じて社会生活で必要な力を身につけられるように支
援します。

一人ひとりの個性やご家族の思いを尊重し、温かく、楽しく過ごせる事業所作りを目指します。

他機関との連携を図り、社会の一員として生活できるよう支援するとともに、地域福祉の充実に努めます。

月曜日から土曜日（但し、国民の祝日・８月１５日・１２月２９日から１月３日までを除きます。）

かほく市・津幡町・内灘町
⇒対象地域以外の市町からの利用希望があった場合は、検討します。

（通常営業時間）

（受入可能時間）

（対象地域）

支援内容・目的

〇 安心して過ごせることができるように、１日の流れを視覚的に伝えています。

〇 全員が集まる中で集団で過ごす意識を持ち、仲間との交流を図るきっかけ作りをして
います。

〇 当番を決め、進行や発表をすることで役割意識と責任感を養う機会を目的としていま
す。また、自分の思いを発表することで表現力が身につくように取り組んでいます。

〇 身体を使った運動やストレッチを通して感覚を養っています。

〇 レクリエーションや楽器演奏会等を通して、仲間と活動することの楽しさや集団生活
に必要な社会ルールやコミュニケーション能力が身に付くことを目的としています。

〇 集団活動に入る前の練習段階として、２～３人のグループでの活動を通して互い過ご
すことの楽しさや、やりとりを経験できる機会を設けています。

営業時間

朝の会
帰りの会

〇 一人ひとりの発達に合わせた課題を通し、日常生活や社会に必要な技能やコミュニ
ケーション能力を身に付けることを目的としています。

〇 いろいろな食材を食べることの楽しさを経験し、食事のマナー・スプーンや箸等の持
ち方が身に付くことを目的としています。

〇 調理や掃除等のお手伝い等を通して、日常生活に必要な技能の習得と、報告・連絡・
相談という社会で必要なコミュニケーション技法が身に付くことを目的としています。

健康・生活
認知・行動

言語・コミュニケーション
人間関係・社会性



１月 新年会

２月 節分

３月 ひな祭り・卒業式＆保護者会

４月 進級式・お花見

７月 七夕

８月 夏祭り

１０月 ハロウィンパーティ

１２月 クリスマス会・忘年会

〇 季節の移りかわりや四季を感じてもらえるように、季節の行事に加え、毎月季節の工作に取り組んでいます。

家族支援

地域支援・地域連携

主な行事

保護者会

緊急時の避難訓練・消防との連携

職員の質の向上

移行支援

〇 ご家族からの子育てや関わりについての困りごと等の相談に適時応じ、ご本人またはご家族にあったツール等を作成し、一緒に考え
サポートします。

〇 学校や市・町、他機関や相談員と連携を図りながら、ご本人が地域の中でライフステージの切り替えが安心してできるように、ご本
人とご家族の思いを聞き、サポートします。

〇 学校や市・町・他の関係機関や相談員、また市の子ども部会や地域の児童発達支援センター等と連携し、それぞれの機関で得られた
情報を共有しながら、ご家族が安心して地域で暮らすことができるように連携を図りサポートします。

〇 毎月、お楽しみ会やごはん＆おやつ作りをプログラムに盛り込み、子ども達と一緒に考える機会（好きな活動や外出先、ごはんやお
やつのメニューの発案から企画作成・進行役など）を設けています。

〇 夏祭りやクリスマス会、卒業式にご家族を招待し、子ども達の発表の場や普段の活動時の取り組み等を見て頂いています。
○ 保護者同士の交流を深める目的として保護者会を開催しています。

〇 職員の勉強会として法人研修・事業所内研修や、県・市からの外部研修にも積極的に参加し、職員の質の向上に努めています。

〇 緊急時に落ち着いて行動できるように、子ども達も一緒に地震・津波・火災・防犯を想定した訓練を行っています。
〇 AED等の救命講習をかほく市消防の立ち会いで実施しています。
〇 緊急搬送時に利用者の情報が速やかに共有できるように、『緊急搬送依頼書』をご家族協力のもと作成し、連携を図っています。



事業所理念

1

2

3

営業日

午前９時から午後６時

午前８時から午後６時

送迎実施の有無

本人支援

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

支援内容・目的

〇 リズム遊び・運動遊び・外遊び・楽器遊び等の様々な体験を通し、身体機能の向上、感覚や感触を体感し心
と体の成長を促すことを目的としています。
〇 製作等を通し子ども発達に合わせて、手先の使い方や道具の使用の経験を積むことを目的としています。

〇 通所時は、検温等による健康状態を把握し、子どもの特性及び発達の特性等に配慮し、日々の様子の変化に
も気づけるよう、きめ細やかな観察を行います。
〇 睡眠・食事・手洗い・排泄等の基本的な生活リズムが整えられ、健康に過ごすことができることを目的とし
ています。

〇 子どもの発達に合わせた製作や課題を通して、物の認識や色の違い、形の違い等を習得できるように課題や
ツールを工夫し、楽しみながらできることが増えるように支援します。
〇 レクリエーション活動を通して、遊び方や遊びのルールが身に付くように支援します。

〇 あいさつや仲間とのやりとり等、子どもの発達や特性に合わせたツール等を用いながら練習を行い、場面に
応じたコミュニケーションができるように支援します。
〇 コミュニケーションの方法として、言葉だけではなく、ジェスチャーや絵カード等、一人ひとりの子どもに
合った方法を考え支援します。

〇 遊び等を通して、子供からの発信を受け止め、相手に伝える喜びや、仲間とのやりとりが楽しいと感じても
らうことで、ご家族以外にも安心感が生まれ安定した関係性が気づけるよう支援します。
〇 異なる年齢の仲間と関わることで人間関係の幅を広げ様々な体験を積むことで、生活の幅が広がるよう支援
します。

職員の質の向上

〇 職員の勉強会として法人研修・事業所内研修や、県・市からの外部研修にも積極的に参加し、職員の質の向上に努めています。

緊急時の避難訓練・消防との連携

〇 緊急時に落ち着いて行動できるように、子ども達も一緒に参加する機会を設け、地震・津波・火災・防犯を想定した訓練を行ってい
ます。
〇 AED等の救命講習をかほく市消防の立ち会いで実施しています。
〇 緊急搬送時に利用者の情報が速やかに共有できるように、『緊急搬送依頼書』をご家族協力のもと作成し、連携を図っています。

〇 園や市・町・他の関係機関や相談員、また市の子ども部会や地域の児童発達支援センター等と連携し、それぞれの機関で得られた情
報を共有しながら、ご家族が安心して地域で暮らすことができるように連携を図りサポートします。

月曜日から土曜日（但し、国民の祝日・８月１５日・１２月２９日から１月３日までを除きます。）

営業時間
（通常営業時間）

（受入可能時間）

（対象地域）
かほく市・津幡町・内灘町
⇒対象地域以外の市町からの利用希望があった場合は、検討します。

家族支援

〇 ご家族とご本人の様子を共有し、一緒に成長を見守るお手伝いをします。
〇 ご家族からの子育てや関わりについての困りごと等の相談に適時応じ、ご本人またはご家族にあったツール等を作成し、一緒に考え
サポートします。

移行支援

〇 園や市・町、他機関や相談員と連携を図りながら、ご本人が地域の中でライフステージの切り替えが安心してできるように、ご本人
とご家族の思いを聞き、サポートします。

地域支援・地域連携

＜社会福祉法人　四恩会　チェンジＡ．　児童発達支援　支援プログラム＞

＜作成日＞令和６年１０月１日

私たちは、子どもとその家族が笑顔でいられるよう、一人ひとりの思いを大切に支援します。

基本方針

一人ひとりの発達状況を把握し、小集団及び個別の活動を通じて社会生活で必要な力を身につけられるよ
うに支援します。

一人ひとりの個性やご家族の思いを尊重し、温かく、楽しく過ごせる事業所作りを目指します。

他機関との連携を図り、社会の一員として生活できるよう支援するとともに、地域福祉の充実に努めま
す。



１月 新年会

２月 節分

３月 ひな祭り・卒業式＆保護者会

４月 進級式・お花見

７月 七夕

８月 夏祭り

１０月 ハロウィンパーティ

１２月 クリスマス会・忘年会

保護者会

〇 夏祭りやクリスマス会、卒業式にご家族を招待し、子ども達の発表の場や普段の活動時の取り組み等を見て頂いています。
○ 保護者同士の交流を深める目的として保護者会を開催しています。

主な行事

〇 季節の移りかわりや四季を感じてもらえるように、季節の行事に加え、毎月季節の工作に取り組んでいます。

〇 毎月、お楽しみ会やごはん＆おやつ作りをプログラムに盛り込み、子ども達と一緒に考える機械を設けています。
（好きな活動や外出先、ごはんやおやつのメニューの発案から企画作成・進行役など）


